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～「多核連携型コンパクト・エコシティ」をめざして～ 
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本市では、平成９年に都市計画マスタープランを策定いたしましたが、その後、人口減少、少子・高

齢社会の進展、地球規模での環境問題、国・地方問わず厳しさを増す財政状況など、社会経済情勢の大

きな変化を始め、16 年５月の線引き廃止を柱とする大幅な都市計画の変更や 17 年度の近隣６町との合

併による市域の大幅な拡大、更には、「第５次高松市総合計画」の策定など、本市の都市計画を取り巻

く環境の変化を踏まえ、都市機能の集積と市街地の拡大抑制によるコンパクトな都市構造、そして人と

環境にやさしい公共交通を基軸とした環境共生都市「多核連携・集約型環境配慮都市（多核連携型コン

パクト・エコシティ）」を目指す、新たな「高松市都市計画マスタープラン」を 20 年 12 月に策定し、

都市計画の総合的・根幹的指針としてまいりました。 

しかしその後、上位計画となる「高松広域都市計画区域マスタープラン」の改定（24年 10 月）や「第

６次高松市総合計画」の策定（28 年３月）、また、都市再生特別措置法に基づく「立地適正化計画」や

地域公共交通活性化再生法に基づく「地域公共交通網形成計画」の制度化等により、公共交通を基軸と

した集約型都市（コンパクト・プラス・ネットワーク）の構築に向けた取組がより一層求められている

とともに、23年３月に発災した東日本大震災等を教訓とした安全・安心なまちづくりへの対応も必要と

なってまいりました。 

こうした局面に対応しつつ、本市の目指す魅力的な都市づくりを、住民の理解と協働の下でさらに展

開すべく、この度、「高松市都市計画マスタープラン」を改定いたしました。 

 申しあげるまでもなく、まちづくりの主人公は市民の皆様です。本市といたしましては、今後、市民

の皆様はもとより、NPO・企業など、多様な主体とのパートナーシップの下、本計画に基づき、本市に

ふさわしいコンパクトで持続可能な新たなまちづくりを、積極的・効果的に推進してまいりたいと存じ

ます。 

 最後になりますが、本計画の改定に当たり、精力的かつ真摯な御審議を賜りました高松市都市計画審

議会委員の皆様を始め、パブリックコメントにおいて、貴重な御意見・御提言をいただいた多くの皆様

方に心から感謝申しあげます。 

 

平成 29 年８月 

高松市長  大 西  秀 人 
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りの方針 

① 上位計画・分野別計画との整合確保、データ更新

 区域マス、総合計画、人口ビジョンなど
○ ○ ○ △ 

② 立地適正化計画の指針としての役割

 都市機能誘導区域、居住誘導区域等の設定の方向付け
○ ○ ○ △ 

③ 公共交通を基軸とした都市構造の明確化

 連携軸に、「中央連携軸」(公共交通+まちづくり)を追加
○ ○ ○ △ 

④ 社会環境の変化に対応したまちづくり方針

 臨海部にシーフロントゾーンを追加

 IC 周辺での流通業務施設等を追加

○ ○ ○ △ 

⑤ 東日本大震災等を教訓にした都市防災強化

 南海トラフ地震等の視点を追加
○ － ○ △ 

⑥ 総合計画の土地利用方針としての役割強化

 都市計画区域外の役割を全体構想に追加
○ ○ － － 

○：反映部分 △：該当地区に反映
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「都市計画マスタープラン」とは、都市計画法第 18 条の 2の「市町村の都市計画に関する基本的

な方針」を指します。 

これは、平成４年の都市計画法改正により、市町村がその創意工夫のもとに「市町村のマスター

プラン」を定めることとされ、地域の特性に配慮し、住民の意見を反映した都市計画ができるよう

になりました。 

本計画は、高松市のまちづくりの理念となる「高松市総合計画」などを踏まえ、都市全体の将来

像や土地利用、都市施設整備のあり方などを明確にし、おおむね 20 年後の都市の姿を展望しつつ、

都市計画の基本的な方針を示すものです。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

本市では、平成９年 12 月に「高松市都市計画マスタープラン」を策定しておりましたが、人口

減少、少子・高齢社会の到来、地球規模での環境問題など、社会経済情勢の変化や、16年５月の香

川県が定める「高松広域都市計画区域マスタープラン」の策定に伴う線引きの廃止・新しい土地利

用コントロール制度の導入、さらに 17 年９月及び 18年１月の近隣の６町との合併など、高松市の

都市計画を取り巻く環境の大きな変化を踏まえ、20 年 12 月に新たな「高松市都市計画マスタープ

ラン」を策定しました。 

その策定以降、上位計画となる「高松広域都市計画区域マスタープラン」の改定(24 年 10 月)や

「第６次高松市総合計画」の策定(28 年３月)を始め、都市再生特別措置法に基づく「立地適正化計

画」や地域公共交通活性化再生法に基づく「地域公共交通網形成計画」の制度化等により、公共交

通を基軸とした集約型都市（コンパクト・プラス・ネットワーク）の構築に向けた取組みがより一

層求められています。 

さらに、23 年３月に発災した東日本大震災等を教訓とした安全・安心に対する関心の高まりへの

対応も必要となっています。 

以上のような局面に対応しつつ、本市の目指す魅力的な都市づくりを住民の理解と協働の下でさ

らに展開すべく、この度、「高松市都市計画マスタープラン」を改定するものです。  

※都市計画法（抜粋） 

 市町村の都市計画に関する基本的な方針（法第 18 条の２） 

法第 18 条の２ 市町村は、議会の議決を経て定められた当該市町村の建設に関する基本構想

並びに都市計画区域の整備、開発及び保全の方針に即し、当該市町村の都市計画に関する基本

的な方針（以下この条において「基本方針」という）を定めるものとする。 

２ 市町村は、基本方針を定めようとするときは、あらかじめ、公聴会の開催等住民の意見を

反映させるために必要な措置を講ずるものとする。 

３ 市町村は、基本方針を定めたときは、遅滞なく、これを公表するとともに、都道府県知事

に通知しなければならない。 

４ 市町村が定める都市計画は、基本方針に即したものでなければならない。 

改定の背景と役割 2 
2.1.改定の背景 

都市計画マスタープランとは 1 
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➊個別の都市計画に関し、地域住民の理解と協働を促進する 
都市計画は住民の合意の上に進められるため、住民に最も近い立場にある市が、地域固有の自

然・歴史・生活文化・産業などの地域特性を踏まえ、住民の意見を反映させながら、都市及び地域

のレベルで、将来の都市のあるべき姿やまちづくりの方針などを検討し、都市づくりや地域づくり

の目指すべき将来像を示します。 

このような将来像を示すことにより、まちづくりへの参加や協働を促進します。 

 

➋個別の都市計画相互の調整を図る 
都市計画マスタープランの下で、将来像に基づき、土地利用・都市施設・都市環境などの個別の

都市計画について、相互に整合性のある計画を推進します。 

 

➌個別の都市計画の決定・変更の指針となる 
都市計画マスタープランは、それ自体には直接的な法的拘束力はありませんが、今後の各種の政

策的投資のガイドラインとして、また用途地域や地区計画などの直接的な法的拘束力を持つ制度に

対して方向付けをする基本指針として位置付けることにより、間接的に将来の土地利用を規定する

役割を果たします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2.計画の役割 
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上位計画である高松市総合計画の計画期間は、第５次は平成 20～27 年度、第６次は 28～35 年度

としています。 

また、高松広域都市計画区域マスタープラン（対象区域／高松市、三木町、綾川町の都市計画区

域）においては、平成 32年が目標年次となっています。 

本計画においては、第５次総合計画の始期にあわせ、平成 20 年を計画期間の始期年次とし、都

市計画の発展・成熟を想定し 20 年先の平成 40 年を目標年次とします。なお、社会経済情勢の変化

などにより、必要に応じて見直しを行っていくものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本計画は、市が定める都市計画の総合的・根幹的指針であるため、高松市の都市計画区域を対象

とします。ただし、高松市総合計画の土地利用の方針の側面もあることから、都市計画区域外につ

いても、都市計画制度は及ばないものの、一定の考え方を示すこととします。 

 

 

●計画の対象範囲● 

 

 
  

高松市の市域 375.44km2 

 都市計画区域内 240.29km2 ※1 

  都市計画区域外 135.23km2 

女木町、男木町、池田町、

東植田町、西植田町、菅

沢町、塩江町全域、庵治

町、香川町安原下第 1号、

香川町安原下第３号の一

部、香川町東谷の一部 

(平成 29 年３月現在) 

※１ 香西北町の公有水面埋立予定地 0.082km2 

（現行市域外）を含む 

平成 40 年 
（2028 年） 

平成 20 年 
（2008 年） 
（計画始期） 

社会経済情勢の変化に
対応した適切な見直し 

中期的なまちづくり 長期的なまちづくり

2.3.計画の期間（目標年次） 

平成 29 年 
（2017 年） 

改定 

2.4.計画の対象範囲 
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計画の位置づけ 3 


ア
ン
ケ
ー
ト
調
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

説
明
会
等 



パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト 



周
知
の
た
め
の
広
報
活
動 

 

○地域地区（用途地域、特定用途制限地域等） 

○都市施設（道路、公園、下水道等） 

○市街地開発事業（市街地再開発事業、土地区画整理事業等） 

○地区計画                      など 

調整 

住民へ 

の周知 

意見 

反映 

即す 

位 置 

付ける 

新たに取り組むべき都市計画上の主要課題 

住民の意向
反  映  等 



県
や
近
隣
市
町
と
の
協
力 



庁
内
部
局
と
の
調
整 

上位計画 

■

高
松
市
総
合
計
画

 

■

高
松
広
域
都
市
計
画
区
域

 

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
県
策
定
） 

関係部局等 
の調整等 



緑
の
基
本
計
画 



総
合
都
市
交
通
計
画 


景
観
計
画 


中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画 



環
境
基
本
計
画 

 
 
 

な
ど 

都市の生活像、産業構造、自然環境等の現状と動向 

 
分野別の計画 

目指すべき将来ビジョン 

高松市都市計画マスタープラン 

 

【目的】 

■市が定める都市計画の総合的・根幹的指針 
 

【現況、課題の把握】 

■都市の現況と特性、都市づくりの課題 
 

【計画の構成】 

■全体構想 

  ○都市の将来像・都市構造 

将来都市像、都市づくりの基本目標、

将来フレーム、将来都市構造、将来都

市構造による都市づくり 

  ○都市づくりの方針 

土地利用の方針、都市施設等整備の方

針、市街地整備の方針、都市環境・景

観形成の方針、都市防災の方針 

  ○都市づくりのシナリオ 

都市づくりのアクションプログラム、

都市づくりの推進と取組み、都市計画

マスタープランの見直しの考え方、都

市づくりの施策の実施 
 

■地域別構想 

  ○地域別の将来像 

地域づくりの理念、まちづくりの基本

目標、将来地域構造 

  ○地域別まちづくりの方針 

土地利用方針、都市施設の整備方針、

地域環境に関する整備方針 

  ○地域づくりのシナリオ 

まちづくりの施策 

都市計画の決定・実施 

 

指 針 

 


 

多
核
連
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型
コ
ン
パ
ク
ト
・
エ
コ
シ

テ
ィ
推
進
計
画 


 

立
地
適
正
化
計
画 


 

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画 


 

地
域
公
共
交
通
網
再
編
実
施
計
画 

関連計画 
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この計画は、「都市の現況と特性、都市づくりの課題」などを踏まえ、「全体構想」と「地域別

構想」の２段階で構成します。 

 

●高松市都市計画マスタープランの構成● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■高松市の現況と特性 

■高松市の都市づくりに関する課題 

 

■高松市の都市づくりの方針 

 都市の将来像・都市構造 

 

都市づくりの方針 

 

都市づくりのシナリオ 

全 体 構 想 

①社会・経済の動向  ②都市計画の状況  ③上位・関連計画  ④市民の意向 

①高松市を取り巻く動向         ②高松市の都市づくりの課題 

①将来都市像 ②都市づくりの基本目標 ③将来フレーム ④将来都市構造 ⑤将来都市構造による都市づくり 

①都市づくりのアクションプログラム  ②都市づくりの推進と取組み  

③都市計画マスタープランの見直しの考え方  ④都市づくりの施策の実施 

①土地利用の方針 ②都市施設等整備の方針 ③市街地整備の方針 ④都市環境・景観形成の方針 ⑤都市防災の方針 

■地域の現況と特性 

■地域づくりに関する課題 

 

■地域別のまちづくり方針 

 地域別の将来像 

 

地域別まちづくりの方針 

 

地域づくりのシナリオ 

地 域 別 構 想 

①地域の特性と課題 ②地域の役割と機能 ③まちづくりに関する社会経済の動向 ④市民の意向 

地域づくりの課題 

①地域づくりの理念 ②まちづくりの基本目標 

まちづくりの施策 

①土地利用の方針 ②都市施設等整備の方針 ③地域環境に関する整備方針 

計画の構成 4 
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■地域別構想素案の策定（合併町を対象《新規地域》） 

●山田地域（平成 16 年５月都市計画区域に編入） 

●牟礼・香川・香南・国分寺地域（平成 18 年１月合併） 

意向 

反映 

■地域別構想（旧高松市） 

●都心地域  ●南部地域 

●東部地域  ●南西部地域  ●西部地域 

■全体構想案の策定 

意向反映 

■住民説明会の開催 

即す 

■パブリック・コメントの実施 

■地域別構想案の策定（８地域） 

●都心地域     ●中部東地域 

●中部西地域   ●東部北地域 

●東部南地域   ●西部北地域 

●西部南地域   ●南部地域 

平成 18 年度 

意向反映 

 

第
５
次
高
松
市
総
合
計
画 

～
新
生
た
か
ま
つ 

人
・
ま
ち 

輝
き 

ビ
ジ
ョ
ン
～ 

平成 19 年度 

平成 20 年度 

アンケート調査 

■パブリック・コメントの実施 

 

 

平成 29 年度 

即す 
第６次高松市総合計画 

～「活力にあふれ  

創造性豊かな 

瀬戸の都・高松」～ 

平成 28 年度 

■全体構想及び地域別構想改定案の策定 

見直し・整合 

見直し・整合 

見直し・整合 

現行計画 

計画の改定 

社会経済情勢の変化、人口動向や土地

利用の現状などを踏まえた一部改定 

■基礎データの収集・整理 

■改定骨子の検討 

計画策定及び改定の流れ 5 

平成 27 年度 
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